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研究成果の概要（和文）：東南アジアをフィールドとして、天然資源をめぐる国家と社会の関係を理論的に考察し、そ
の成果を英文雑誌論文や書籍の形でまとめた。具体的には、カンボジアでの漁業政治、プリンストン大学におけるミャ
ンマーとフィリピンに関する灌漑の文献調査を行い、成果の一部をシェフィ―ルド大学（2015年5月）、およびヨーロ
ッパ東南アジア学会（2015年8月）、さらに東南アジア国際学会（2015年12月）の場で報告する機会を得た。論文とし
ては、学術雑誌 Comparative Studies of Society and History に掲載され、日本語では岩波書店から共著『日本のコ
モンズ思想』に１章を書いた。

研究成果の概要（英文）：Conducted theoretical as well as empirical research on the state society 
relations in Southeast Asia through the lens of natural resources management. Fieldwork was conducted in 
Cambodia to do a study on fishery politics in Tonle Sap Lake while archival research was done at the 
library in Princeton University. Result of my research is orally presented at the International Workshop 
in Sheffield University（May 2015), Euro Southeast Asian Conference in Vienna (August 2015), and 
Southeast Asian Studies Conference in Kyoto (December 2015). Articles have been published in journals 
such as Comparative Studies of Social and History, International Journal of the Commons, Journal of 
Development Studies as well as other book chapter contributions in Japanese.

研究分野：地域研究、資源論
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１．研究開始当初の背景 

 

 経済成長の著しい東南アジア地域では、自

然環境の劣化や搾取も甚だしい。しかし、そ

うした資源・環境問題を取り上げるにあたっ

て特定の当事者を取り上げて非難してみて

も、有効な政策立案にはつながらない。様々

なアクターが資源環境をめぐってどのよう

に利害を協調させたり、対立させたりするの

か、という歴史的、文脈的な理解が不可欠だ

からである。 

 そこで、いくつかの事例対象国を選び、そ

れらの国々で資源環境を管理する体制がど

のように組みあがるのか、また組みあがった

国家制度に対する人々の抵抗がどのように

組織化されるのかを調査してみたいと考え

るようになった。 

 アジアの資源環境研究は、生態学を中心と

する自然科学系と、人類学や農村社会学に立

脚したコミュニティー資源管理研究を行う

社会科学系とに分断されており、国家政策の

歴史を扱う分野が育っていない。国家は、こ

れからの資源環境研究の在り方に大きな影

響を及ぼすという考えから、東南アジアをフ

ィールドとした資源管理の比較史を実施す

ることにした。 

  

２．研究の目的 

 一国の天然資源、特に一般大衆が日常的に

依存する生活資源の管理のあり方は、その国

の政府と社会の関係をどのように構築して

いくのか。この問いに、東南アジア諸国の資

源行政史から応えようとするのが本研究で

ある。環境保護を名目に森林、水、土地、気

候などの多様な領域に国家の積極的な介入

が試みられるようになった今日、それらの介

入の政治的影響を考慮した研究は少ない。 

 本研究では、近代国家の形成が異なる道筋

をたどったタイ、ビルマ、カンボジアの三国

を事例に、天然資源の保全に関する行政制度

と資源管理技術の発達形態を比較分析する。

特に森林や水と言った資源が管理される過

程で生じる労働管理の基準や制度、あるいは

それに対する民衆の反発を研究することで、

各国でどのような国家・社会関係が形成され

たのかを考察した。この研究を通じて、資源

をとおした今日の統治が人間社会の統治へ

と変貌する様を実証的に明らかにし、「資源

環境問題史」に基づく今日の政策課題のルー

ツを地域研究のまなざしから特定する。 

 

３．研究の方法 

 研究の方法は、公文書館等での歴史にかか

わる文献調査と、タイやカンボジアにおける

現地調査を実施した。タイでは国立公文書館

での資料を中心に閲読し、官僚などへのイン

タビューを実施した一方で、カンボジアでは

公文書館に加えて、トンレサップ湖における

漁業コミュニティーを対象にしたフィール

ドワークを実施した。また、ビルマとフィリ

ピンの灌漑に関する国家政策の歴史を調べ

る目的で、プリンストン大学の図書館での文

献調査も実施した。 

東南アジアの資源環境政治をめぐる国際的

な共同研究のネットワークを構築するため

に東京と英国シェフィールドの二か所で国

際ワークショップを実施し、アメリカ、イギ

リス、デンマーク、フィリピン、日本の研究

者らを集めて研究発表会を実施した。一連の

会合から、将来の「資源政治学」に関する英

語の教科書を執筆する計画も具体化しつつ

ある。 

また「事例研究」という方法論を資源環境

研究に当てはめた場合の射程についても考

察した。特に、統計的な研究に比べて「格下」

とみられがちな事例研究の特筆をあぶりだ

すための既往研究のレビューを行い、下記文

献④の「比較歴史分析の可能性」を執筆した。 

一連の研究を介して、これまで途上国研究

で重視されてきた「自立」ではなく、新しい

依存の形式を考えていくことは、大きなブレ

ークスルーになるのではないかという発想

に至った。今後は、この可能性をさらに探求

していきたい。 

 



４．研究成果 

 

 研究成果は、日本語での著作執筆に加えて

英語の論文としてまとめることに注力し、一

定の国際的評価を得ているジャーナルでの

掲載を実現することができた。また、国際学

会での発表を積極的に行い、海外の研究者か

らのフィードバックをもらえるように努力

した。具体的にはウィーン、プリンストン、

京都の3か所で国際的な聴衆を相手に英語に

よる研究発表を実施している。 

研究ネットワークの構築にも注力した。論

文執筆に先立って、シェフィ―ルド大学

（2015 年 5 月）、およびヨーロッパ東南アジ

ア学会（2015 年 8 月）、さらに東南アジア国

際学会（2015 年 12 月）の場で報告する機会

を得た。成果論文と特筆できるのは、歴史・

人類学系で高い評価を得ている Comparative 

Studies of Society and History に論文掲

載を果たすことができたことである。また日

本語では、岩波書店から共著『日本のコモン

ズ思想』に１章を分担執筆した。 

 この研究の過程で構築できた海外の研究

者とのネットワークによって、たとえば欧米

短期の枠組みを用いた研究協力者の招へい

（シェフィールド大学のNem Singh 博士）や、

英語による教科書執筆のプロジェクトが進

んでいる。今後、この科研で培われた研究ネ

ットワークを活用し、国際標準となる教科書

の執筆、大規模なワークショップの実施、東

南アジアでこれまで研究できてこなかった

ベトナムなどの諸地域での実態調査などを

加えていき、地域研究に立脚した資源環境研

究をさらに盛り上げていきたい。 
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